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１．はじめに 
 
人口減少、高齢化社会の進展、地球環境問題の高まり、

厳しい財政制約など、我国の社会経済情勢は急激に変化

し、その対応が求められている。特に、人口の減少・高

齢化を背景に、地方中小都市や中山間地など、地方の衰

退が深刻化している。 
このような問題に対応すべく、安心して快適に暮らせ

る社会を形成しようという取り組みも始まっている。そ

の 1つとして、平成 20年 7月に閣議決定され、現在、
地域ブロック別に「広域地方計画」が策定されつつある

「国土形成計画」が挙げられる1)。国土形成計画は「二

層の広域圏」の考え方、すなわち第一層はブロックが経

済的に自立・発展していくための圏域、第二層は人口減

少下にあっても、生活関連サービスを維持し、地域社会

の機能や活力を保っていく圏域が基本となっている。ま

た、二層目の圏域は人口規模で 20～30 万人程度、時間
距離 1時間程度のまとまりを目安とした複数市町村から
なる「生活圏域」と定義されている。 
このような「生活圏域」は、それぞれ固有の特徴を持

ち、生活圏域の持続ある発展といった点からみて、問

題・課題のある生活圏域も多く、持続可能な生活圏形成

のための具体的方策が喫急の課題となっている。具体的

な方策の検討に際しては、「フルセット型やハード整備

型といった視点から既存施設の有効活用へ」或いは「行

政の目から見たサービス提供から住民の目からみたサー

ビスの提供へ」といった視点の変更が重要となる。 
本研究では、東京都心から東約 100km に位置し、人
口減少、高齢化が進行している銚子地域のケーススタデ

ィを通して、持続可能な生活圏形成をするための手順、

手法や重要な留意点を明らかにすることを当面の目的と

するものである。 
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研究の手順としては、まず①銚子地域の生活圏域を把

握する。更に②銚子地域の実態や特徴（強み・弱み）を

既存統計データだけでなく、地元関係者のヒアリングを

通じて把握する。その上で③銚子地域の持つ課題と発展

のための方向性を示唆する。 

 

 

２．銚子地域の生活圏域 
 

（１）銚子地域の概要 

国土交通省は、持続可能な生活圏を形成するために、

２１世紀生活圏研究会を立上げ検討を進めている2)。こ

の中で、人口５万～10 万レベルの比較的生活圏の中心

都市となるべき市町からの鉄道および道路のアクセシビ

リティ指標（交通1時間圏）を用いて、全国112の生活

圏を抽出している。（図-１参照）銚子地域はそのうち

のひとつであり、本研究の対象都市とする。 

 
図－１ アクセシビリティ資料を用いた生活圏の設定 

 

研究で対象とする銚子地域とは、銚子市の中心部より

概ね 30 分交通圏域を生活圏域として設定し、千葉県銚
子市、旭市、東庄町、及び茨城県神栖市の３市１町を対

象とする。（図-２参照）銚子地域は、東京から 100 ㎞
圏内・関東平野の最東端に位置し、太平洋と利根川に面

し、海洋性の温暖な気候である。 
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銚子地域の人口は約 25 万人であり、今後 30 年で
75％近くまで減少すると予測されている。また、高齢化
率も21.7％(平成17年)から35.9％(平成47年)高齢化が急
速に進むと予測されている3)。（表-１参照） 
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図－２ 銚子地域の概要 

 

表－１ 銚子地域の人口減少・少子高齢化の状況 
平成17年 平成47年

総人口指数 100.0 76.4
年少人口割合（％） 13.7 9.2
生産年齢人口割合（％） 64.6 55.0
老年人口割合（％） 21.7 35.9
75歳以上人口割合（％） 10.2 22.3  
 

（２）銚子地域の生活圏域 

本研究では、まず銚子地域の生活圏域を把握すること

で、交通１時間圏と実際の生活圏域の関係を把握する。

地域内の移動の実態を総合的に把握するために、今回は

買物圏4)、医療圏5)、通勤圏6)、通学圏6)について既存の

実態調査データを用いて算出する。なお実態調査に基づ

く生活圏については、流入・流出等が５％以上を境界と

して線引きを行なった(1)。 
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図－３ 活動目的別の生活圏 

図-３より、医療圏は最も広範囲であり、銚子市から

交通 1 時間圏とほぼ一致している。また買物圏、通勤圏、

通学圏は、医療圏ほど広くないものの、銚子市から交通

30 分圏より大きいエリアをカバーしており、ほぼ一致

している。医療サービスはその特色上他の目的と比較し

て広く活動しているものの、買物・通勤・通学のような

日常的活動については概ね 30 分の範囲内で移動してい

るのがわかる。このように、活動の目的に応じて生活圏

域の範囲は異なり、住民からするとどれも大切である。 
 

 

３．銚子地域の実態と特徴 
 

次に、銚子地域の実態と特徴を把握する。把握方法と

しては、既存統計資料等の客観的実態に加えて、それだ

けでは把握できない実態や課題を把握するために地元関

係者のヒアリングを行なう。 

 

（１）銚子地域の農業の特色 

銚子地域は全国的にみても第 1次・第 2次産業に特化
している地域である。まず農業に関しては、千葉県農業

産出額は全国 3位で、旭市・銚子市はそれぞれ千葉県内
で 1位 3位である。また旭市の農業産出額は全国 9位で
あり、野菜・養豚の産出額が特に高い。(既存統計より)

そのため担い手についても、経営者が 60 歳を過ぎてい
るだけで後継者問題は生じていない。(ヒアリングより) 
しかし、銚子地域の農業従事者は地域活性化というよ

りは自分のことに一生懸命である。また、大口の顧客に

対して一括で販売してしまうため、個別の対応や直売等

のニーズに対して協力してもらうことは難しい。したが

って、今千葉県全体として養豚をブランド化しようとす

る動きがあるが、生産者がわかれてしまっていて協働・

連携していくことは難しいという問題もある。(ヒアリン

グより) 
 

表－２ 千葉県内の市町村別農業産出額（平成18年） 

市町村 産出額（1000万円） 順位
旭市 4,180 県内1位・全国9位
香取市 3,210 県内2位
銚子市 2,280 県内3位
山武市 1,620 県内4位
千葉県 4,014 全国3位  

 

（２）銚子地域の漁業の特色 

次に漁業に関して、銚子港の水揚げ量は長期的にみる

と年々減少しているものの全国 1位、水揚げ高は全国６
位である。(既存統計より) 
しかし銚子港は７割～８割は県外船であるため、漁業

そのものが発展しているわけではない。ただ後背地では

多数の加工工場が立地しており、水産加工業による影響

が大きい。また後継者についてはそれぞれ状況が異なる。
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キンメ等を扱う漁師は後継者がいるが巻網などはあまり

よくない状況である。(ヒアリングより) 
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図－４ 銚子港の水揚げ量と水揚げ高の推移 

 
（３）銚子地域の観光の特色 

銚子地域周辺には、鹿島神宮、潮来水郷、佐原小江戸

といった広域観光拠点が多数分布している。また、銚子

市自身も、銚子電鉄、銚子漁港、銚子マリーナ、犬吠崎

温泉、屏風ヶ浦といった多数の観光資源を有している。

これらを連携することによって一大観光拠点として大成

する可能性を秘めているが、高規格道路や生活道路等の

整備が非常に遅れており、アクセシビリティが非常に低

いといった問題がある。(既存統計より) 

銚子漁港

銚子マリーナ

鹿島神宮

佐原小江戸

犬吠崎温泉・灯台

潮来水郷

成田山新勝寺

九十九里浜

東関東自動車道

千葉東金道路

横芝光ＩＣ

道の駅たこ

道の駅くりもと

道の駅オライはすぬま

自動車専用道路
(高規格・地域高規格)

一般国道

鉄道

佐原広域交流拠点(事業中)

ウオッセ２１

銚子連絡道路

圏央道

 

図－５ 銚子地域周辺の広域観光拠点 
 

しかし、根本的な問題はそれだけではない。回遊観光

については昔から問題として認識しているが、だれが解

決するわけでもなく課題として残されたままである。そ

もそも観光戦略がうまくいかなければ銚子地域は成り立

たないということであれば、地元の対応も違うと思うが、

観光、漁業、農業それ単独で成り立っているわけではな

い。このことが真剣に取り組むに至らない理由である。

(ヒアリングより) 

このように、今現在銚子地域の農業や漁業といった産

業や観光については、今現在はさほど困難な状況に陥っ

ていない。また「一方が衰退しても他方がある」という

意識が強く、それぞれが危機感を抱いていない状況が伺

える。 

４．銚子地域が持つ課題と発展の方向性 
 
これまで銚子地域の生活圏域や実態及び特色を、生活

面や産業面において把握してきた結果を表-３に整理す

る。その結果、農業は旭市・銚子市、漁業は銚子市、工

業は神栖市(鹿島臨海工業地域)と、産業・雇用面におい

ては、銚子地域は非常に恵まれた地域であると言える。

一方、生活面においては、医療機能は特に旭市、教育機

能(高等学校)は特に銚子市が担っているなど、それぞれ

の市によって特化している機能が分散していることも銚

子地域の特徴であるといえる。 

このように産業機能や生活機能が分散しており、住民

は行政界を超えて適宜移動している実態があるが、地元

関係者の連携が課題であることが、既存統計調査だけで

なく地元関係者ヒアリングを通じて把握することができ

た。著者らは、これらの課題を踏まえて、以下に示すよ

うな２つの発展のための方向性を示す。 

 

表-３ 銚子地域の強みと弱み 
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（１） フード・クラスターの展開 
銚子地域はこれまで食材や原材料を作ることに集中し

ていたため、その活用という意識が非常に薄かった。し

たがってこれからの銚子地域は、連携を通じて「原材料

の街から食文化の街へ」一歩前進しなければならない。

その第一歩として、「銚子地域食のクラスター推進協議

会（仮称）」を設立することによって、産・学・官をつ

なぐ仕組みづくりを提案する。銚子地域に関連する農業

者、漁業者、農業団体、漁業団体、食品関連企業、教育

研究機関、行政機関その他異業種が新たな連携の場をつ

くることにより、消費者のニーズを踏まえ、農・漁・畜

産物を活用した新技術や新商品開発等により、新しい価

値を創造し、地域産業の活性化を図る。また銚子地域の

農水産品・食品の流通販路拡大を目指すとともに、銚子



地域ならではの農水産品・食品のブランド化、新たな商

品開発を推進する。 

そのためには、まず地域での個々の取組み状況を把握

し、行政・関係団体・民間企業・市民団体等が連携する

ためのプラットフォームを立ち上げることが重要である。

銚子地域では幸い、既に商品開発や組織づくりなどの

個々の取り組みが進められており、フード・クラスター

が萌芽している。これらを連携させるコーディネーター

を確保し、実現可能な事業から順次事業化を図っていく

ことで、フード・クラスターを推進していくことが重要

である。 

 

■魚介類（いわし・きんめ等）
■野菜（キャベツ・大根等）
■果物（苺・メロン 等）
■豚肉

コーディネーター

戦略的な素材 技術＋マーケティング 人材

■教育（セミナー、フォーラムの開催）
■新技術開発（地域素材を活用した新技術）
■新商品開発（新たな加工品の開発）
■販路開拓（展示会の開催等)
■発信（HPや雑誌での情報発信）

人材育成(オピニオンリーダー）
↑（異業種連携の場の創出）

企業・大学・農協・漁協・金融・行政

地域活性化 雇用の創出

銚子地域食のクラスター推進協議会（仮称）

※外部から招へい

 

図－６ フード・クラスターによる連携のイメージ 
 

プラットフォーム

地域での個々の取組みの把握

連携プラットフォームの立ち上げ

実現可能な事業から逐次立ち上げ

ＮＰＯ、うめぇもん研究会、銚子セレクト

コーディネーター＋個々の連携意識

既存の補助制度、助成制度を活用
地域内の未利用地、空き店舗活用

ＮＰＯ

農協

銚子
セレクト

県・市
水産試験場

千葉科学大学

銚子地域フードクラスターの
プラットフォーム構築
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図－７ 食に関する連携プラットフォームのイメージ 
 
（２） 陸運・水運・海運による歴史まち回遊戦略銚

子地域やその周辺地域には、鹿島神宮、潮来水郷、佐原

小江戸といった広域観光拠点以外にも、銚子漁港や銚子

マリーナ、犬吠崎温泉等、陸・水・海を活かした観光資

源が多数ある。 

■佐原小江戸
■鹿島神宮
■銚子電鉄
■外川の街並み

回遊戦略

陸の拠点 川の拠点 海の拠点

■潮来水郷
■利根川舟運
■サイクリング(利根川堤防)

■犬吠崎温泉郷
■イルカウォッチ
■屏風ヶ浦
■スポーツ合宿

■大漁旗づくり ■漁師の料理教室 ■水産加工体験 ■ぬれせんべい作り など

体験型（雨天時観光）

＋

 

図－８ 観光による広域連携のイメージ 
 

現段階では、多少銚子を中心とした回遊観光ツアーが

民間旅行会社によって組まれているものの、広域的には

組まれていないのが現状である。まずは、社会資本整備

による交通ネットワークの充実化を図り、それと同時に

広域観光拠点を回遊するようなパッケージ化やＰＲが必

要である。 

 

 

５．おわりに 
 

本研究では、銚子地域をケーススタディとして、持続

可能な生活圏形成をするための手順、手法や重要な留意

点を検討してきた。その結果、今回ケーススタディとし

て取り上げた銚子地域は、農業や漁業、工業といった産

業や観光については、今現在はさほど困難な状況に陥っ

ておらず、危機感を抱いていないという状況が伺える。

それと同時に、現在はこのような連携を行わずしてもう

まくやっていけてはいるが、今後そうした連携の必要性

を感じているが、それをコーディネートする人材が不足

している地域であることもわかった。 
このように今現在は市町村単位で自立していたとして

も、10 年、20 年後現状を維持していくことが困難な地
域が増加することは想像に難くなく、現段階から広域連

携や地域連携に取り組むことが肝要である。 
しかし、他の小都市が連担する地域の全てが銚子地域

と同じ段階で「壁」にあたっているわけではない。例え

ば①圏域の収入を増進するための方策が必要な段階、②

生活サービス機能を維持・増進するための方策が必要な

段階、③生活圏を支える人材の確保が必要な段階など、

地域が直面している「壁」には段階があり、今後はそれ

らについてまず事例を収集し、体系化していくことが重

要である。 
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【補注】 

(1) 圏域内の移動については、パーソントリップ調査を用いても把握
可能であるが、標本数の関係で活用することが難しい地域である

ため、地域の実態調査をもとに算出した。また買物圏については、

茨城県の商圏関連調査が入手できないため、表示の買物流動によ

る生活圏はあくまでも千葉県内に限ったものである 
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